












１ 　目的
　寝たきり予防対策や生活習慣病予防対策として実施されている老人保健事業から得ら
れたデータを総合的に分析･評価することで、県全体及び地域毎の課題を明確化される
とともにその課題解決に向け、地域の特性に応じた寝たきり予防対策の立案及び事業支
援を行うことを目的とする。

２　対象
　平成12年度から16年度までに市町村が実施した老人保健事業の結果を対象とした。対
象事業は、健康教育、健康相談、健康診査、機能訓練、訪問指導とした。

3　方法
　市町村は、老人保健事業を実施した後、所要事項を記載した「地域保健・老人保健事
業報告」を県から厚生労働省に報告した。なお、中核市の宮崎市は厚生労働省に直接報
告した。今回、「地域保健・老人保健事業報告」のデータを集計･分析した。

４　本書利用上の留意点
　⑴　がん検診について

　がん検診は平成10年度から老人保健法に規定する健康診査から除かれたが、がんは
死因の第一位であり、国民医療費でも大きな割合を占め、「がん予防重点教育及びが
ん検診実施の指針」により、引き続き事業の実施を促進しているので、がん検診は今
回の集計･分析の対象とした。また、計数のない市町村は“−”で表記した。

　⑵　がん検診における各指標の相関について
　平成12年度から16年度の受診者合計が1,000人以上の市町村について分析した。指
標相互の相関係数を求め、有意な相関が見られた場合には、その内容を記載した。

　⑶　40歳以上の人口について
　統計調査課調べによる宮崎県の推計人口を用いた。

　⑷　分析に用いた集計データについて
　添付ＣＤ−ＲＯＭに計上しております。基本健康診査、がん検診、集団健康教育・
健康相談、機能訓練・訪問指導データをシート別に載せております。各目次をクリッ
クすると該当するデータを見ることができます。




